
2aK05 
低温処理による根水輸送の促進

田沢仁、須藤恵美¥ 柴坂三根夫 1 (福井工大・応

用理化学、 1岡山大・資源生物科学研)

実験材料として、単離されたオオムギおよびタ

マネギの根を用いた。浸透的水輸送は複室浸透容

量計を用いて測定した。則ち単離した根を二つの

部屋に振り分けたのち、先端部と基部の聞に浸透

圧差を与えて、水輸送を起こさせた。浸透的水輸

送は視を低温(4-5・c)処理することによって、著し

く促進された。浸透圧落差が与えられない状態で

も、先端部から基昔日に向かう一定の水の動きが観

察された。この非浸透的な水の流れも低温処理に

より促進された。また浸透的水輸送と同様に水チ

ャネル阻害剤HgCl，により強く阻害された。低温処

理による水輸送の促進の機構を研究するため、根

の浸透的水輸送条件下における、根の張力の減少

の速度を測定した。その結果、根のアポプラスト

領域への溶質の拡散が、低温処理によって促進さ

れることが示唆された。

2aK06 
ダイコン細胞膜水チャネルのアイソフォーム6種類

の遺伝子の発現特性

須賀しのぶ、今川志野へ前島正義(名大院・生命

農、唱大農)

植物の細胞膜と液胞膜には各々固有の水チャネル

が存在する。これまでにダイコンCRaphanω sativus)

から得られた細胞膜水チャネル(PAQl， PAQ2 )と液

胞膜水チャネル (γ ，δV問 3)の4種類のクローン

に加え、今回、新たに4種類の細胞膜水チャネルを

クローニングした。その一次構造を比較すると、

PAQlb， lcはPAQlと、 PAQ2b，2cはPAQ2と高い相向

性を示した。ダイコン実生と塊根を形成する各段

階のダイコンにおいて、各細胞膜水チャネルの遺

伝子発現を器官別に解析し、各々特徴的な発現様

式を示すことが明らかになった。共通点としては

いずれも実生の匪軸や根、生育期の根で高い発現

を示した。次に、 PAQlタイプとPAQ2タイプについ

てタンパク質レベルで解析をした。 PAQlタイプと

PAQ2タイプでは異なる蓄積パターンを示した。

mRMAレベルとタンパク質蓄積量の両面から、細胞

膜水チャネルの機能について考察したい。
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2aK07 

sGFP融合タンパク質のBY・2細胞での発現による細

胞膜、液胞膜水チャネルの局在化機構の解析

土屋担宜、須賀しのぶ、前島正義(名大院・生命農)

植物細胞には細胞膜と液胞膜に固有の水チャネル

が存在する。これらの分子を対象にして、細胞膜と

液胞膜タンパク質の局在化のシグナルと機構を探る

ことを研究の目的としている。特にこれらの一次構

造中に含まれると考えられる異なる膜構造への局在

化シグナルに焦点を当てる。本研究ではダイコンか

ら単離した細胞膜水チャネル(PAQl)、液胞膜水チ

ャネル(γ ・VM23)を材料として細胞内局在化機構

の解析を目指した。グリーン蛍光タンパク質sGFP

を各々の水チャネルのN末、あるいはC末に付けた

融合タンパク質をタバコ BY-2細胞で35Sプロモー

ターを用いて過剰発現させた。組み換えBY・2中の

sGFPの蛍光を共焦点レーザー顕微鏡で観察したと

ころ、液胞膜、細胞膜へ正しく局在している像を得

た。こうした典型的な像に加えて、ゴルジ体と思わ

れる構造にも蛍光シグナルが観察される場合もあっ

た。生化学的な解析の結果も合わせて報告する。

2aK08 
タバコ培養細胞の原形質膜内向整流性 K+チャネ

ルと塩ストレス適応

本!E.基造、村田芳行、橋野比呂志 1、副田憲司 1、

角谷忠昭 2、多国幹郎 1

(岡山大・院・自然科学、 1岡山大・農、 Z京都大・

農・応用生命科学)

塩ストレス非適応および適応タバコ培養細胞の

原形質膜内向整流性 K+チャネルの性質の研究お

よび比較を、 whole-cell patch clamp法を用いて

行った。内向 whole-cellK+チャネル電流を発生

させる塩ストレス非適応および適応タバコ培養細

胞の聞には有為な差は見られなかった。このことは、

高塩濃度条件下での原形質膜を通過する E 、

Na+イオンの受動的な輸送に内向整流性 K+チャ

ネルが関与していないことを示唆している。



2aK09 
イネの CIチャンネルをコードする遺伝子の単臓と発E見解析

里担盤王、福岡篤徳¥酒井慎吾、田中喜之， (筑波大生物科

学、.水省生物研')

細胞膜やオルガネラ援には無機イオン、糖、アミノ酸など

嫌々な物質の輸送系が存在し、細胞機能の維持に働いている。

植物においてアニオンチャンネルは気孔の開閉に代表される

ようなシグナル伝達系の一端を担っているなど、細胞の様々な

生理作用に深く関わり、この無機イオンを鎗送する輸送体は重

要な働きを担っている。高塩濃度環境における細胞では、塩を

液胞に蓄積させ、細胞質におけるイオンストレスの回避や液胞

における高浸透圧を確保している。イネでは crが塩ストレス

下で蓄積される主要なアニオンであり、その取り込みに CIチ

ャンネルが働くと考えられる。そこでイネにおける CIチャン

ネルの精進と機能を解析した。

我々は 2 種類の CIチャンネルをコードする cDNA

(OsCしCl，OsCLC2)を単離し、解析を行った。これらのクロー

ンは既知のジャガイモ、タバコ、およびシロイヌナズナの CI

チャンネルと高い栂向性を示している。さらに、 OsCLCl お

よび OsCLC2は根、事号、およびえい花で発現しているのに対

し、業では OsCLClのみが発玉県していた。イネ(日本晴)の

ゲノムライブラリーより OsCLC2対する 8kbpのクローンを

単離し、その情造を解析した。さらに、イネにおける無機イオ

ンの祭動について報告する。

2aKIO 
ソラマメ孔辺細胞の細胞質型シヲロフィリン cDNAの単援とその特性

木下俊則、皇盤盛ニM(九州大・理 ・生物)

気孔開孔に関わる内向き.流性忙チャネルはCa"により阻害されるが、

その阻害は免疫御申j剤シクロスポリン A (CsA)添加により回復する.CsA 

はシクロフィリンと復合体を形成し、カルシ二ューリン活性を阻害することが

知られており、上位の結果はシクロフィリンとカルシニューリン繊ブロテイン

ホスファターゼが孔辺細胞に存在することを示している.しかし、孔辺細胞に

おけるシクロフィリンの実体は明らかにされていない.本研究では、ソラマメ

孔辺細胞のシクロフィリンの cDNA(νcCyP)を単厳し、その性貨を調べた.

νcCyPがコードする蛋白貨は.植物の既知の細胞質型シクロフィリンと 84

-89%の相同性を示した.ノーザン解析の結果、vcCyPは薫肉組緩や根に

くらべ孔辺細飽で豊富に発現していた.また、組み倹えvcCyPはCsA共存

下でのみウシ由来のカルシニューリン活性を阻害した.さらに、孔辺細胞細胞

質画分におけるプロテインホスファターゼ活性を調べたところ、 1μMCa" 

により活性化されるカルシ二ューリン織ホスファターゼ活性が細胞質面分に

存在し、その活性は CsA添加により御制された.以上の結果より、孔辺細胞

における細胞質型シクロフィリンは CsAと抱合体を形成し、孔辺細胞に存在

するカルシニューリン様ホスフアターゼ活性を阻害することが明らかとなっ

た.しかし、大量に存在するシクロフィリンの孔辺細胞における役曹lは不明で

ある.
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2aKll 
ソラマメ孔辺細胞における青色光による原形質膜H'-ATPaseの

活性化

丞主盆割、島崎研一郎(九州大・理・生物)

青色光は光情報として孔辺細胞原形質膜プロトンポンプを活性化

し、気孔開孔を引き起こすことが知られている.しかしながら、プロ

トンポンプの実体とされる原形質膿H'-ATPaseの膏色光による活性

化繊構については不明の点が多い.ソラマメ孔辺細胞プロトプラスト

を用いて、膏色光に依存した原形質.H'-ATPaseのATP加水分解

活性を測定した.原形質E車トヤーATPase活性は 30秒間の青色光パル

ス照射直後から上昇し、 2.5分自で最大活性を示し、 15分自にも

との状態に戻った.この活性の時間変化は、孔辺細胞プロトプラスト

における青色光に依存したプロトン放出の経時変化と良〈一致して

いた.さらに、原形質膜H'-ATPase活性の ATPに対する Kmや弘、聞

は青色光照射により、それぞれ 0.29mMから 0.17mMに、1.96

から 3.23nmol Pi per hr perμ9 proteinに変化していた.以上の

結果より、青色光lま孔辺細胞原形質膜 HヘATPaseを活性化し、子L辺

細胞プロトプラストにおけるプロトン放出を引き起こしているもの

と恩われる.音色光に依存した原形質戚H'-ATPaseのリン酸化レベ

ルの変動についても報告する予定である.

2aK12 

オオムギ根原形質膜に存在するH+輸送体について
山王盤生吊島崎研一郎(九州大・理・生物)

植物細胞では，培地のpHが低下すると細胞質のpH

が低下することが知られている。 これは培地のH+
が原形質膜を横切って細胞内へ輸送されるためと考
えられるが、その特性については不明である。
オオムギ根から水性二相分配法によって原形質膜

小胞を単離し、界面活性剤であるオクチルグルヨシ
ドによって可溶性画分と不溶性画分に分けた。不溶

性画分をリポソームに埋め込むと，H+ポンプ活性が
認められた。この時、可溶性画分と不溶性画分を同

時に再構成すると， H+ポンプ活性が低下しこの不

溶性画分の中にH+輸送体が存在することが推定さ
れた。この活性の減少は不溶性画分を熱処理すると
認められなくなった。

さらに日+の透過性を調べるためpHjump法を用い
膜内外にpH勾配を形成させた。その結果，オクチル

グルコシド不溶性画分のH+の透過能はA1Pによって

促進されること， H+ch印刷の阻害剤であるDC∞で
阻害されることがわかった。



2pKOl 

低温ストレスによる液胞膜 HヘATPase依存プロトン
輸送能低下と糖脂質
笠毛邦弘，山口峰生(岡山大・資生研).中村善行(農水
宥で賓蒋研)

イネの液胞膜の ATPase依存プロトン輸送能は低温処
理によって著しく低下することを演者らは報告している。
またこのような低下に糖脂質が重要な役割をすることを
キメラ再構成膜系を用いた実験で明らかにした。そこで
今回はプロトン輸送能の低下機構における糖脂質(セレブ
ロシド)の役割を再構成膜系を用いて明らかにしたので報
告する。

イネの液胞膜及び再構成膜の流動性は蛍光偏光解消法
及び ESRスペクトルによって測定した。蛍光偏光解消法
の蛍光プローブとして膜の内部の流動性は DPHで、表層
部の運動性は TMA.DPHを用いた。また ESR測定にお
いては内部の流動性をニトロキシドラジカルでスピンラ
ベルした 16.doxylstearicacid、表層部の流動性は 5.
doxylstearic acidを用いた。
低温処理した細胞から得た液胞膜の表層部の流動性は

低温耐性の弱いボロ細胞において特異的に低下した。ま
たリボゾーム膜の表層部の流動性の低下はセレブロシド
の量が増すにしたがって増大することが蛍光偏光解消法
とESRスペクトルから明らかになった。また ATPaseの
再構成膜小胞においてセレプロシドの含量を高くするに
したがってプロトン輸送能は低下した。
以上の結果から低温処理による液胞膜プロトンポンプ

輸送能の低下は、液胞膜の表層部の流動性の低下に依存
し、その低下はセレブロシドの相対的含量の増大による
ものと恩われる。

2pK02 
キクイモ (Helianthustuberosus L.)の細胞膜 H+.ATPaseの

cDNAクローンの単離と活性型アイソフォームへの対応付け

長釜~、滝谷重治 1 (北海道教育大・函館・生物、 l北大・遺伝

子実験施掛

キクイモ塊茎貯蔵柔出E織のIg養に(半い、細胞膜 H+.ATPaseが

新規の 93kDアイソフォームの出現とタンパク量の増加を伴って

大きく活性化される。このアイソフォームは、普遍的な 96kDア

イソフォームとは見かけの分子量、等電点、及び C末端自己阻害

ドメインの免疫学的性質において異なり、 kineticsデータより活

性型であることが示唆された。そこで、同じアイソフォームを発

現しているキクイモの葉から分離したmRNAを用いて、 cDNA

クローンの単身住を試みた。

C末端自己阻害ドメインのコア部分を挟むようにして設計した

二組のプライマーを用いての nestedPCRによって得た 620bp断

片を、定法に従ってクローニングすることにより、 6種類のクロ

ーンを得た。そのうち最も多く分離されたクローンはタバコのpmal

等と同じサブファミリーに属したが、他に、新規のサブファミリ

ーに属し C末端自己阻害ドメインにも独自の配列が多いクローン

を得た。このクローンの特に強自性が強い配列をもとに抗ペプチ

ド抗体を作成し免疫ブロット分析を行ったところ、予想に反して

93kDアイソフォームとは反応しなかった。

現在、 93kDアイソフォームに対応するクローンの探索と、

全長のcDNAクローンの単離を進めている。
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2pK03 

部位特異変異導入による液胞膜 Hヘピロホス

ファターゼの触媒部位推定

且直進二、前島正義(名大院・生命農)

液胞膜 H+. ピロホスファターゼは80kDaの単一

ポリペプチドからなる最小のプロトンポンプであ

る。この酵素の触媒部位を明らかにするため部位

特異変異導入による機能解析を行った。

ヤエナリ H+-ピロホスファターゼ cDNAの酵母

S. cerev isiaeでの発現系を基に、この酵素の実際の

基質である MgPPi2・の結合が予測される (1)可溶
性ピロホスファターゼの基質結合部位との相同配

列 (D253，K261， E263)、 (2)種聞を越えてよく

保存されている酸性領域(D279，D283，D287， D723， 

D727， D73I)にA1a置換を導入した酵素を作製した。

その結果いずれの場合も基質分解活性のない酵素

が発現した。現在各々のアミノ酸残基における

D/E， E/D， K/R置換型酵素の活性を検討中であり、

その結果と併せてこれらの残基のPPi、Mg2+ との

結合及び触媒機能への関与を議論する。

2pK04 

ランダム突然変異誘発による液胞膜H+ーピロホス

ファターゼのコンセンサス領域の構造一機能解析

直盛隆蓋、中西洋一、前島正義(名大院・生命農)

液胞膜H+ーピロホスファターゼ (V-PPase) は

分子量8万の単一ポリペプチドで構成され、緑色

植物に広く分布する日+ポンプである。今回、生物

種間で高く保存された領域(ヤエナリV-PPaseの

236-399残基)に焦点を当て、アミノ酸の変異が

機能に及ぼす影響を検討した。

V-PPaseの目的の領域には、 mutagenicPCR法

でランダムに突然変異を誘発した。ランダム変異

DNAを酵母で発現させたライブラリーから数百個

について、 V-PPaseの酵素活性、そしてK+による

活性促進、 Ca2+による活性阻害等への影響を測定

した。 20%以上の頻度で、活性を失ったもの、低

活性のもの、 Ca2+への感受性が高くなったもの等

の機能異常のクローンが得られた。これらの系統

的な解析から、機能に大きく影響する部位、そう

でない残基を議論する。 H+輸送能についての測定

結果も併せて報告する。



2pK05 
CycloprodigiosinはCl-存在下で液胞膜H+ーピロホ

スファターゼを脱共役する

且島正蓋、中安豪l、川内桂子l、平田肇l、新免輝

男1、 (名大院 ・生命農、 l姫工大 ・理)

海洋細菌から単離されたcycloprodigiosin-HCl 

(cPrG)は液胞型H+-ATPaseの阻害剤として発見

された。そこでヤヱナリ液胞膜H+ーピロホスファ

ターゼ(V-PPase)への影響を検討した。 PPi依存性

の液胞膜小胞の酸性化は10nMのcPrG添加により

阻害されたが、 V-PPaseの基質分解活性は1μMの

cPrGでも全く影響を受けなかった。 V-ATPaseに

対しても同様であった。 cPrGはCl-(KCD存在下で

のみH+ポンプに対して脱共役作用を及ぼし、

K2S04存在下では何ら影響を与えなかった。なお

V-PPaseの酵素機能発現にはV-ATPaseと異なり

Clを要求しない。今回の結果は、 prodigiosin群化

合物はH+/Cl-共輸送機能をもっとの他グループの

最近の提案を強く支持している。液胞膜のCl-と

S042-の透過性に関するデー夕、および液胞機能検

証への有効性も含めて議論する。

2pK06 

カサノリ H+-PPaseの酵母細胞への発現

池田己喜子， 馬見公子， 谷村芳恵， 和田洋 前

島正義 JudithA. Shiozawa3 (岡山県立大阪大

産研 名 大 ・農マックス・プランク生化研)

カサノリは巨大な単細胞の海水中で生育する緑

藻類に属する。我々は， 高等植物液胞膜と同様に

この生物体の液胞膜には二つのプロトンポンプ，

V-ATPase 及び H+ 輸送性ピロフォスファターゼ

(W-PPase) が存在することを明らかにした。更に，

H+-PPaseの cDNAクローニングを進め， ほぼ全長

の cDNAクローン (AcVP，3104 bp/ORF， 795 to 2960 

bp，721アミノ酸をコード)を得た。

AcVPの開始コドン上流近傍の SpeIsiteを利用し

酵母発現ベクタ-pKT [). ATG (GAP promoter)及び

pYES2 (GALl promoter) に組み込み， 酵母細胞2

種 (protease欠損株 8J5459及び protease(+)株)へ

の発現を試みた。その結果， pKT系では 2種の酵

母細胞での発現を， pYES系では protease(+)株で

の発現を， SDS-PAGE/Westem blotにより確認し

た。現在 growthと発現量の最適時間 PPase活

性の測定を進めている。また， c末端に His-tagを

付加した組み換え体の発現/発現蛋白質の精製を

試みている。
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-2pK07 

シロイヌナズナにおけるH+-PPase遺伝子

の器官特異的転写制御

主83.盤，竹安邦夫，佐藤雅彦 1

(京大院・人間・環湧学京大・総合人間)

H+-PPaseはj夜胞膜に存在するH+ポンプの一種で

ピロリン酸によって駆動され、液胞肉の pHや浸透庄の調

節に関与していると考えられている。私遣はこの遺伝子を
プロモーター領減1. 4 k bも含めてクロ一二ングし、塩
基配列および遺伝子構造を明らかにすると共にGUS遺伝
子をレポーターに用いたトランジエントアツセイにより最
小プロモーター領域を決定した(昨年報告済)。続いて①この

遺伝子のプロモーター領域+GUS遺伝子、②約400塩
基まで削ったプロモーター〈量小プロモーター領減)+G 
US遺伝子という 2種類のコンストラクトを導入した遺伝
子組換え植物を作出した。その結果、①を導入した植物で

はほぼ全組織で発現が見られたのに対し、②を導入した舗

物では花でのみ発現が見られた。また、①を導入した植物
でGUS活性の定量分析を行ったところ、業よりも花で発

現レベルが高かったことから、業と花では転写制御の機構

が異なり、②において削った領減申に葉での転写制御を司
る因子の結合領械が、残りの 400泡基中に花での転写制
御を司る因子の結合領減が存在することが示唆された。

2pK08 
セイヨウナシ果実の液胞膜プロトン輸送性ピロホスファターゼ
のクローニングと果実生長に伴う発現

鈴木康生、前島正義 1、山木昭平(名大院・生命農・園芸、 l名

大院・生命農・生化)

果実は、液胞内に高濃度の糖を蓄積し、それによって形成さ

れる膨圧を肥大成長のための力のーっとしている。そして糖の

液胞内への能動輸送のためのエネルギーを供給しているのが液

胞膜に存在するこつのプロトンポンプ、液胞膜H+.ATPaseと液

胞膜日ヘピロホスファターゼ (V.PPase)である。セイヨウナシ
果実において、 V.PPaseは相対成長率の高い果実肥大の初期に

高い活性を示し、さらに果実生長全般を通じその存在が必須で

あると考えられている。本研究では、果実生長における役割を

明らかにするために、セイヨウナシ果実より V.PPaseのcDNA
をクローニングし、そのタンパク質と mRNAの果実生長に伴う

変動を調べた。 cDNAは2:301bpのオープンリーディングフレ

ームを含み、 767個のアミノ酸をコードしていた。また、サザ
ン解析によりゲノム上に複数の遺伝子が存在することが示され

た。ヤエナリ V.PPase抗体を用いたウエスタンブロティングの
結果、タンパク質は果実が未熟のとき最も多く、その後生長に

伴い減少したが、成熟するときに再び鴻加した。一方、 mRNA
量は果実が未熟のとき発現量が最も少なく、果実生長に伴い増

加した。これらのことから、 V.PPaseは果実の生長の際、転写

レベルで調節されている可能性が示唆された。



2pK09 
ヤエナリ液胞膜と細胞膜のCa'./H.対向輸送機能

の比較

中西(上岡)義代、前島正義(名大院 -生命農 生化)

ヤエナリ廃軸より単離した液胞膜は、強いCa'.取り

込み活性を持つ。液胞膜にはCa'./H・対向車命送体と

Ca'.-ATPaseが存在しCa'.能動輸送を担うと考えられ

ている。すでに、対向車命送体については一次情造を明

らかにすると共に、部分配列に対する抗体を用いて液

胞膜での存在を示した(本会1997年度年会)。

今回、対向輸送体の細胞内分布の詳細を調べるため

に、粗ミクロソーム画分をショ糖密度勾配遠心で分画

し、免疫プロットを行った。結果、液胞膜に加えて他

の膜画分への存在が明らかとなり、特に細胞膜には液

胞膜より多くの対向車命送体が検出された。これら膜画

分の対向輸送体は、分子量 ・等電点が一致し同一分子

であることが示唆された。一方、細胞膜小胞のCa'.輸

送活性は液胞膜の1/10以下であり、対向輸送能は酵

素量よりむしろ二つの膜画分のH令ポンプ機能により規

定されると考えられる。現在、液胞膜と細胞膜の対向

輸送体の機能を二つの膜系のH.輸送能と併せて解析中

であり、その結果もあわせて報告する。

2pKlO 

オオセキショウモ葉・細胞膜プロトンポンプの

活性制御に関与する光受容系の特定

原因明子、高木慎吾(大阪大・院・理・生物科学)

淡71<i.藍単子菊宙物オオセキショウモの菊殉細胞では、
赤色光、青色光、青色光と近赤外光同時照射のい
ずれもが膜電位の過分極反応をひき起こす。この
反応はプロトンポンプ阻害剤DCCD、光合成電子
伝達系阻害剤DCMUで抑えられることから、主に
光合成に依存して活性促進される細胞膜プロトン
ポンプの存在が示唆される。オオセキショウモ葉
に自己阻害領域を介した活性制御機構を持持田胞膜プ
ロトンポンプが存在することは、単離細胞膜画分
をトリプシン処理する実験により確認した。この
蛋白質レベルでの制御が光による細胞膜プロトンポ
ンプの活'性促進に関与しているかを調べるため、暗順
応させた葉、赤色光、近赤外光を照射した葉から
それぞ‘れ細胞膜小胞を調製し、プロトン輸送活性
のV問、 ATPに対する凡を決定した。その結果、
ATPに対する人が赤色光特異的に減少することが
分かった。近赤外光照射では、暗順応した場合と
有意な差はなかったので、光不安定なフィトクロ
ムは関与していないことが示唆された。 V… はい
ずれの条件でも変化しなかった。現在、こ百赤色
光の作用が光合成に依存したものかどうかを調べ
るために、 DCMUを処理した葉に赤色光を照射し、
同様の実験を行っている。
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2pKll 
ショ糖による原形質膜H+-ATPase活性の C末端自己抑制

領域を介した制御

重亘皇延，小野毅 小野孝子津田信一 (弘前大・農生

命・生物機能弘前大・理・生物)

我々は以前にトウモロコシやダイズの葉から調整した膜

小胞を用いて、光合成産物であり転流物質でもあるショ糖

が原形質膜の Mg2+-ATPase活性を低下させることを報告

した (PlantCell Physiol.， 35(4)， 1994)。本研究ではライ

麦の葉から単離した原形質膜小胞を用いて、ショ糖の原形

質膜プロトンポンプ (H+-ATPase)活性に及ぼす影響を

調べた。単離原形質膜の ATP加水分解活性は assay

mediumのショ糖濃度の増加 (-1M) と伴に低下した。

ショ糖をグリセロールに置き換えた場合には活性の低下は

小さかった。 1Mのショ糖と 1Mのグリセロール存在下で

ATP依存の H+輸送活性を測定したところ、ショ糖存在下

における活性はグリセロール存在下における活性に比べて
小さかった。グリセロール (1M)存在下における Mg2+_

ATPase活性と H+輸送活性を基準とした時のショ糖(1M)

存在下における両活性の低下の割合は、原形質膜小胞をト

リブシン処理すると、ある程度減少することが認められた。
これらの結果はショ糖による原形質膜 H+-ATPase活性の

C末端自己抑制領域を介した制御(抑制)機構の存在を示

唆している。

2pK12 
カンキツ液胞型 H+-A TPase A，B，c subunit遺伝子の

発現特性解析及び果実における酵素活性の測定

山杢造L、小松晃 2、大平良子 l、小山和彦¥高

里子倉裕子 l、大村三男 2、秋演友也 1 ( I.明治大院・

農学、 2.農林水産省果樹試カンキツ部)

カンキツはスクロース転流型木本性果樹類で、

葉で合成された大部分の糖はスクロ ースとして転

流し、砂じようの液胞内へ蓄積するとされている。

植物の液胞膜には 2種類のプロトンポンプ (v-
type W -A TPase と HヘPPase) が存在し、プロト

ン勾配を作ることで、 2次的に糖を液胞内へ導 く

と考えられている。いくつかの植物種にて、それ

らの cDNAクロ ーンの一次構造が明 らかになって

いるが、木本性果樹類においては未だ報告がない。

本研究において、植物聞にて広く解析されてい

るA，B，csubunit遺伝子を果実由来 cDNAライブラ

リーより単離した。サザンプロット解析より、各

subunit遺伝子のコピー数の検索を行い、ノーザン

ブロット解析により器官・時期における発現量の

差異が認められ、また塩ストレスに対する応答も

調査した。そして、今年の果実における酵素活性

を測定し、糖蓄積との関連について考察した。



3aKOl 

海産ラフイド藻 HeterosigmaαkashiwoNa+-ATPase 

遺伝子のクローニング

庄野真理子、 和田雅人 l、 藤伊正 2 (農水省・国

際農研・沖縄、 l農水省・果樹試・リンゴ支場、 2 

東洋大・生命)

我々は海産藻類 Heterosigmaakashiwoの細胞膜上

に存在する Na+-ATPaseや Na+輸送の活性と、 PCR

により増幅されてきた P-typeATPaseの断片に関す

る報告を行ってきた。今回、 PCRで増幅された断

片を元に5'RACEと 3'RACEを行い、全長 cDNA

(HANA)を得ることに成功した。 HANA タンパク

は、 1330アミノ酸からなる推定分子量は 146-kDa

の膜タンパクで、 10の膜貫通領域を持っと考えら

れる。 P-typeATPasesの保存領域であるリン酸化部

位と ATP結合部位も保持している。7番目と 8番

目の膜貫通領域の聞に 285アミノ酸の長い親水性

部位を持つことが大きな特徴とな っているが、ア

ミノ酸全体では動物の Na+/K七ATPaseと40%以上

の identityを示した。また、 140-kDaのアカシヲ細

胞膜 Na+-，町Paseの精製タンパクから得られたアミ

ノ酸配列とも 一致した。HANAは植物から得られ

た最初の Nぶ-ATPas巴遺伝子である。

3aK02 

車軸藻細胞のリン酸輸送;細胞膜リン酸/Nぜ共輸送
系の輸送および誘導機構の解析

三主盟郎、大隅良町、、 R.J. Reid 2、F.A. Smi出
2 (一橋大・生物、 l基生研・細胞機構、 20ept.Bot凱 y，
Univ. Adelaide) 

我々は、車軸藻の単離節間細胞をリン酸を含まない液
に保存すると、成長や分裂と独立に細胞膜に高親和性の
リン酸輸送系を誘導できることを見出している。さらに、

この輸送系では、リン酸がNa+との共輸送で取り込まれ

ることを明らかにしてきた。
本研究では、このリン酸/Nイ共輸送系の輸送機構の

解析を行うとともに、輸送系誘導過程に対する各イオン
の効果を検討した。両イオンの放射性向位体を用いたフ

ラックス測定から、 Nぜとリン酸との輸送共役比が6近
くであること、外液ピ濃度の上昇が取り込み活性を強
く阻害することなどが明らかになった。これらの実験結

果はいずれもリン酸/Nイ共輸送系が膜電位により駆動
されることを示している。

リン酸取り込み活性の誘導機構について検討した結

果、共役イオンである外液Nぜを除くと、低リン酸条件
でも輸送活性の誘導が起こらないことを見出した。現在、
Nぜがリン酸輸送系の誘導に関与する機構を検討中であ

る。
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3aK03 
イネNぶ畑すす向輸送体遺伝子 (OsNHXl)のクローニン

グと塩ストレスによる発現変化

逼E基盤、中村敦子、伊藤弘道、田中喜之

(農水省・生物研)

Na+，畑+対向輸送体は、植物では細胞質膜や液胞膜に存

在すると考えられ、生体膜を介した pH勾配をエネルギ

ー源として利用して、細胞質に存在する Na+を細胞外や

液胞内に輸送する。細胞質膜に局在するものは、動物、

酵母、細菌などで遺伝子やタンパク質について詳しく

調べられている。一方、植物の Nぶ畑ヲサ向輸送体につい

ては、遺伝子やタンパク質について様々な試みがなさ

れてきたが同定はされていない。

本研究では、出芽酵母で得られた細胞内器官で発現

する Na百対向輸送体遺伝子とホモロジーのある

cDNAクローンをイネの根から得て、全塩基配~IJを決

定した。全長は2，330塩基対、コードしているタンパク

質は535アミノ酸、アミノ酸配列から 12回膜貫通領

域があり疎水性の高いタンパク質であると予想された。

本発表では、塩ストレスによる OsNHXlの発現変化も

合わせて報告する。

3aK04 

ダイコン液胞に存在する Ca2φ結合蛋白質の生化学的

性質

遺謹温亘、中西(上岡)華代、前島正義(名大院・生命農・

生化)

液胞は能動的に Ca
2φ
を集積し、定常状態では細胞礎

質 Ca2+濃度を低いレベルに維持する重要な役劃を担って

いる。本研究では液胞に局在する Ca2+結合蛋白質

( CaB45)を対象として、精製標品を用いて Ca2+結合能

を検定するとともに、 CaB45の存在が液胞での Ca2+

集積を促進するか否かを調べた。

CaB45はダイコン (Raphanussativus)の液胞膜から

超音波処理により遊離させ、完全精製した。 SDS-PAGE 

で 45KDaと推定され、単量休として存在することが示

された。また、 "Stains-all"色素との反応性も示され、 Ca2φ

結合能は 45Ca2・overlayassayにより確認された。更に、

CaB45を含む液胞膜小胞と含まない小胞を試料として、

4SCa2φの小胞への取り込み活性を測定したところ、CaB45

は顕著な活性促進を示した。なお、ダイコンの器官別存

在量についても併せて報告する。



3aK05 
A NOVEL IRON TRANSPORTER GENE IN Synechocystis 

PCC6803 

Hirokazu KATOH. Auther GROSSMAN1. Teruo OGAWA: Biosci 

Ctr.， Nagoya Univ.， Nagoya 464-8601， 1ηle Carnegie Inst 

Washington， Stanford， CA 94305 

lron is白efo町 thabundant element by weight in出eearth's crust but， 

due to its poor solubility in water， it is an e1ement with a low 

biological availability. Ferric iron (Fe3+) is the principal form of iron 

utilized by microorganisms. InSynechocystis PCC6803， several 

genes which encode ABC仕組sportersf or iron(国)dici凶 tehave been 

identified. These include slr1316 and slrl488. We have recently 

identified in this cyanobacterial s回 ina novel gene encoding ABC 

type tr四 sporterwhich is involved in iron(III) tr岨 sport. A mutant 

was constructed by substituting the gene with the kanamycine 

resistant cassette. There was no significant difference between the 

mutant and the WT in曲目rgrowth rate in the presence of 5 mM iron 
(1II)dicitrate. In the absence of citrate in the皿edium，the growth of 

the mutant was much slower than出eWT evenin也epresence of 10 
mM FeCI3. In an iron free medium， both the mutant and羽rrgrew 

slowly. probably using trace amount of iron(IlI) brought into the 

medium with inoculation. The mutant was unable to grow in出e1ron 

free medium in也epresence of citric acid while citric acid did not have 

岨 yeffect on the growth of the WT. Thus， the mutant is unable to 

utilize very low concentration of iron (111). The results strongly 

suggested血atthe mutant is defective in a high affinity iron(III) 

tr叩 porter.M伺 surementof ironσ11) uptake by出eWT and mutant is 

in progress and the results will be presented in出istalk 

3aK06 
単細胞緑藻クラミドモナスのヒ素耐性機構
生盤塾、藤原祥子、良瀬利一、都筑幹夫(東京薬

科大・生命科学)

ヒ素は有毒な元素であるが、その分子形態によっ
て毒性が低下し、藻類における無毒化が知られてい
る。緑藻クラミドモナスにおけるヒ素耐性機構を調
べるため、 CC425(arg7-8)株にアルギニン合成酵素遺
伝子断片ARG7の挿入変異により、ヒ素耐性株R3及
び感受性変異株Slを単離した。細胞内へのヒ酸取り
込み量を調べたところ、 SlはCC425の2倍量だ、った
が、 R3はほとんど取り込まなかった。 lmMヒ酸存
在下で培地のPi濃度を変化させてCC425の増殖曲線
を描いたところ、 Piが高いほど増殖が速くなった。
また、日濃度が高いほどヒ酸取り込み量も減少する
傾向にあり、ヒ酸は競合的に取り込まれていること
が明らかになった。細胞をPi欠乏状態にしたとこ
ろ、 CC425では、 Piの取り込みとヒ酸の取り込みも
増加し、 R3でも同様に増加した。ヒ酸の取り込み
の一部は、 Piの輸送系を介していることが示唆され
た。しかし、 CC425に比べて、 R3ではPiの取り込み
能力は高いがヒ酸はほとんど取り込まなかった。
R3ではヒ酸取り込み系の欠損、あるいはPi取り込み
系におけるヒ酸とリン酸の親和性が変化したことが
考えられる。
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3aK07 
糖輸送の分子機構 2

-イネ単糖トランスポーターの酵母での発現ー

豊温室王、笠原道弘¥山口淳二(名古屋大・

生物分子応答研究センター 1，帝京大学・医)

私たちは、イネ発芽時の腔乳内でのデンプン分解・

分解産物であるグルコースの輸送・植物体内各器官へ

の再分配の機構解明を、デンプン分解酵素や糖輸送に

密接に関与している糖トランスポーターの遺伝子発現

を指標として現在までに研究を重ねてきた。今回は、

イネ単糖トランスポーターであると期待される遺伝子

の機能について、いくつかの知見を報告する。

現在 3種類のイネ単糖トランスポーター cDNA

(OsMSTl-3)を単離し、解析を進めている。高親和糖

輸送系を欠損した酵母株を用いてグルコース輸送活性

を測定した結果、いずれのクローンもグルコース輸送

能を有する事が明らかとなった。

OsMSTl-3の植物体内での発現部位について、

Northern解析法や insitu hybridization法などを用

いて mRNAレベルで解析した結果も報告する。

3aK08 

オカヒジキにおけるストレス応答

伊藤弘道、福田篤徳、且虫重之(農水省生物研)

オカヒジキ (Sa1so/akomarovi Iljin)は海岸の砂地に

広く分布するアカザ科の 1年生ないし多年生の草本で

あり、潟水に匹敵する浪度の NaCIを含む培養液の潜水

でも生育する耐塩性の高い植物である。根から地上部に

送られた NaCIは、液胞に多量に蓄積しオルガネラの浸

透圧維持に働くと同時に細胞質のイオンを排除し代謝

の撹乱を防ぐと考えられている。それ故、ストレス回避

に膜の輸送系やタンパクが重要な位置を占めることは

明らかであり、塩ストレスによる膜タンパクの挙動につ

いて検討した。

オカヒジキを矯種後、昼夜 27/22"C、畏日条件(16/8

h)にて約 1ヶ月人工照明下で生育させ、 NaCI~震度の異
なる埼養;伎を潜水した。収穫した葉を磨砕し、遠心浮遊

法および震を糖密度勾配遠心j去により液胞膜画分を調製

した。 SDS電気泳動により膿タンパクを分析すると、

塩処理により 85および30kDaのポリペプチドが治加し

た。液胞膜薗分をさらに蕨糖密度勾配遠心にかけたとこ

ろ重い画分(H)と軽い画分(し)に分離し、 85kDaのものは

H及びしに、 30kDaはH蘭分にのみ分布した。
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E-mail info@nacos.com 

~--，.~・・・ J=-I旦l民主葺彊且F四国
・・FJ二y..........川ヨ・・.~!日限即位問主・・・・・・・

。学術、業務渡航のプロ集団質の高い情報と企画力で確実で無駄のない日程作成。

0・新のシステム社内LANI<:E)<-)レ、CRS(予約端末)等を導入し、適確芯手配を行います。

0格安航空努各大学旅行センターより訳、確実に手配できます。

。交損筒間(J・1、J・2)査匝(VISA)の取得代行各国のVISAを取得致します。

[ ホームページよりの見積受付スタート!お気軽にご利用下さい。

運賃見積忍びスケジュール作成無料で示。ま訊
ご出彊国際会議のご予定がございましたら、お早めにお申し付け下さい。運賃見積 及びスケジュー
ルをお送り致します。遠方の方でも、 Eメール .FAX・宅配便等でスピーディな対応を致しますので
ご安心下さい。最新の情報提供 ・確実芯手配で、先生方の渡航のお手伝いをさせていただきます。

ζコ ジーティー古ンタ-

G.I.CENIER 
側業務渡航センター(京都府旅券事務所西入)
〒ω4-8155京都市中京区錦小路通烏丸西入占出山町305・ヤマチュウピル3F

TEL(075)223・3535/FAX(075)223・2801

-営業時間悟平日/9:30-18∞土曜/9:30-15:00(日祭日l!l.U:年末年始休業)※営業時間外の予約お問合せはE-mail&Faxにて受付させて頂きます。
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温調ユニット

的確なコントロール

光源ユニット
0-2000μmol m-2s-1 

{着脱容易)

PARセンサー(光量子測定}

.面積18mm4>(2.5cm') 

赤外線温度センサー

小糸工業の光合成・蒸散測定

装置 CIRAS・1は、携帯に便

利な小形・軽量で、測定ヘッ

ドに高性能の光源ユニット、

温調ユニットを設け、 C02、

H20、PARなどを高精度で

制御します。

{外気温-8・C)-+so"C (糞温測定}

携帯用光合成・蒸散測定装置 I 

C II~'" I 

小~工業株式会社?空もデぉ:224tf虫記町認;213?京協28302;2212J

農業技術の革新に挑戦するハイテク肥料

くみあい40被覆尿素 LPコート

dZ 窃レ~-必》ルルaゐt

くみあL~乙Pj~@

製造チツソ株式会祉
供鎗 .A、農協・経済連.4111軍歩
販売⑪チツソ旭肥料株式会粧



KIRIN 
うまい!宇リコ

Only quality has a future 
r確かさ』を追求するバイエル鹿薬

次の世代に豊かな自然を残す

環境との調和と共存

それがバイエル農薬の永遠のテーマです

バイエル:技術力と責任感

Bayer⑧ 
日本バイエルアクロケム橡式会祉
東京郵港区高崎4-10 -8 .108-8572 

飲酒は20歳になってから。あきかんはリサイク九d哲也
字リンピ'-，a.鎌式会位‘$'"

r、
ニ.. まn-を

一切使ゐないビー:J}"。

ヰリコー書糟リ(室)

まじりつけなしの、うまさ。
一番搾り!



新刊 洋書案内 from Kluwer Aca伽 nicPublishers 

Plant Secondary Meta bolism 植物の二次代謝
by David S. Seigler， Dept. ofPlant Biology， University ofIllinois at Urbana， USA 
D舵 ember1998，776 pp. Hardbound， ISBN仏412心1981・7 ￥匁，“旧

ηlis timely referen田 provid白 anin・depthand up-to-date釦 dyof the most important groups of plant田condruycompoun也.No 
other work features such detailed diagrams of the bio可ntheticpa出waysleading to the most important groups of田∞ndruy
mωbolit回，ぉ well括性lestructures of m司ortypes of∞mpoun也， their di甜ibutionin various taxonomic groupings of plants，加d
the evolutionary and ecological roles ofth白e∞mpounds.
Contents Pre色白.Acknowledgments. Introduction. Fa町 acids.A印刷eniccompounds in pl釦 .ts.Plant wax回. Polyketid邸.

Benz叫uinones.Naphth叫uinones，加dantlu珂umon白 .Shikimic acid pa出way.Phenylpropanoids. Coumarms. 2・p戸ones，stilbenes， 

dihydrophenanthrenes， and xanthones. Flavonoi也 Tannins.Non-protein amino acids. Peptid白 .Carもohydrates.Cyanogenic 
glycosid回， and Cyanolipids. Glucosinola陥Intr'吋uctionto terpen白. Monoterpen邸 .Iridoid monoterpenes. S白quiterpenes.
Diterpenes and s邸削erpenc缶. Triter戸 時 ands低roids.Saponins andωdenolid田 .Limonoids， Q凶 ssinoi也加drelat吋
compoun也 Te回lerpenesor伺巾noi也.Limonoids， quassinoids， and related compounds. Simple aimines， simple aromatic and 
P戸idinealkaloi也.Pyrrolidine， tropane， piperidine， and polyeketide alkaloids.門町01凶dine，quinolizidine and indolizidine alkaloids. 
刈kaloidsderived合omanthranilic acid. Is伺uinolineand benzylisoquineoline alkaloids. Alkaloids derived伽 m加白砂rosineand 
phenylalanine. Indole alkaloids. Ergot and other indole alkaloids. Alkaloi也ofte中旬loidorgin. Miぉellan切凶ザ戸sof alkaloids. 

Regulation ofPrimary Metabolic Pathways in Plants 植物の一刻泊姫路側胸

edited by N.J. Kruger， S.A. HiU and R. G伺唱.eRatclitTe， Dept. ofPlant Scienc国，University ofOxford， UK 
PROCEED町GSOF THE PHYTOCHEMICAL SOCIETY OF EUROPE Volume 42 
D配ember1998，328 pp. Hardbound， ISBN (同党3-5494膚X ￥27刈淘

百 IS加okprovides a timely review of progress in the ar伺 ofprimary plant me助 olism，and in particular highlights the extentω 
which molecular techniques now influence the invl田tigationand unders加ldingof plant metabolism.ηle emphasis of the book is 
白山 吋 onpr∞田ses陀同国 tothe dominant pathways of carbohydrate production and utilisation， and is arranged to re自民tthe 
C町削除usof researchers on three broadly overlapping 紅白sof investigation. 食ηlemolecular archi協 tureofsel回 tedenzymes 
of primary metabolism;女ηleintegration of metabolism between or伊nelles，cells， tissu倍加dorgans;食百1emanipulation of 
major pathways of carbohydrate metabolism. 

Protein Trafficking in Plant Cells 植物細胞におけるタンパク質輸送

edited by J. Soll， Botanisch白 h副知tu.Bo剛院hgerGarten， Christian-Albrechts-Universitru:， Kiel， Germany 
Reprintedfrom PIANT MOLECUIAR BIOLOGY， 38:1-2 
August 1998， 352 pp. Hardbound， ISBN仏7923-5お7・8 ￥29，250
百lIsvolume summarizes出ec町rentknowledge on protein trafficking in plant∞lIs. Aside from the fun伽men凶ぉ似ヨctsin cell 
biology ofhow specific pre-protein so出ngand甘沼1S1ocationacross biological membran白 isachieved， a m勾orfoc凶 isonむ加lSport，
modification and deposition of plant sω.rage proteins目百leincreasing use of plants部 biorl伺 cωrsto provide custom-d田igned
proteins of di百erentωager明uiresdetailed understanding ofthese events. 

Seed Proteins 種子のタンパク質
edited by Peter R. Shewη， IACR Long Ashton Res伺 rchS凶 on，Bristol， UK; R叫 C路町

D配ember1明渇，1016pp. Hardbound， ISBN仏412-81570-2 ￥81，倒防
百lisvolume is the most comprehensive and detailedぉ∞叩tofs田dproteinsso白rpublished and the自国dedica凶 volumefor a 
numberofy'倒見 It∞versthe major storage protein groups (prolamins， 2S albumins， 7Sg1obulins， and 11 S g10bωins)， foc凶 ingon 
those pr;悶ntin cro戸・Italso∞，vers other widely distributed groups of proteins including 1訓 ns，inhibitors，加.tifungalproteins， 

出ioninsand oil body protein (oleosins).The breadth of cover砲，eof the proteins is wide， including their structures and properti白，

evolutionary relationshi戸，classi伺 1and molecu1ar genetics and m民 hanismsof syr油田is，国ffickingand deposition within thecells. 

表記の価絡は、原価の改定・為替の変動などにより予告なく変わることがあります。また、消費税は含まれておりません。

-地方発送(送料開土負担)

校費ご注文 承ります。

海外出版物販売書籍・雑誌・パックナンノ〈ー・古書・マイクロフィルム

株式会社ニュートリノ
本社〒182-0024東京都調布市布団 1-44-3高橋ビ‘ル



新刊洋書案内 from K/uwer Aca伽 nicPublishers 

A1kaloids: Biochemistry， Ecology，and Medicinal Applications 
edi凶 byMarga陀 tF. Roberts， University ofLondon， UK; Michael Wink， University ofHeidelberg， FRG 
June 1998， Hardbound， ISBN 0-:訓泌45465-3 ￥23，400 
Alkaloi色 aumque汀伺6田 f倒町mg同dersin the field， prese山 bo自由ehistori伺 1use of alkaloids and the lat田tdiscoveri邸 m女

the bi∞hemistry of alkaloid production in plants食alkaloidecology， including marine inverteb刷出，animal and plant parasit邸，and

食alkaloidsas antimicrobial and current medicinal use 

Phytochemical Signals and Plant-Microbe Interactions 
Proceedings of a joint M白血19of the Phyt田 hemi伺 1Society of NoはhAmerica and the Phytlωhemi，回IS侃 ietyof Europe 
held in Noo吋wijkerhout，The Netherlands， April2仏23，1997
edi凶 byJohn工Romω，University ofSouth Florida， Tampa， USA; Ke旭町民Downum，Florida Intem油onalUniversity， Miami， 

USA;Robert拘 rpoorte，Div. ofPharmacognosy， S匂teUniversity ofLeiden，血eNetherlan也
July 1998， Ha吋bound，ISBN 0-刻版-45917-5 ￥19，350 
Contents and Contributors Saponins and Plant Defense; A.E. Osboum， et al. Role ofToxins in Plant Microbial Interactions; S.P. 
McCormick， et al. Active Oxygen in Fungal Pathogenesis ofPlants; The Role ofCercosporin in Cercospora Diseaぉs;M.E. Daub， et 
al. Tree-Fun伊 sInteractions in Ectomycorrhizal Symbiosis; R.T. Koide. Allel∞hemicals in Root Exuda回 ofMaize:E町民:tson 
R∞t Lesion Nematode丹atylenchusZ聞広A.Friebe， et al. Chernical Signals in the Plant・NematdeInteraction: A Complex 
System?; G. Gheysen. Salicylic Acid-Mediated Signal Transduction in Plant Dis聞記 Resistance;D.F. K1essig， et al. Bi白戸lth田isof 
Rhizobia1 Exopoly回印harid白血d刊 eirRole in the R∞，tN吋uleSymbiosis of Leguminous Plants; WA. T. van Workum， J.W 
Kijne. Flavonoids as Regulators ofPlant Development: New Insights合omStudi白 ofPlant-悶lIZObiaInteractions; H.P. S伊ink.Fatty 
Acid-Derived Si伊a1ingMol民ulesin the Interaction of Plants wi血TheirEnvironment; E. W Weiler， et al. Interactions 
BetweenAgrobacterium Tumefacients加 dPlant Cells; P. Bundωk，P. H∞ykaas. Wound and Defense Respons回 inCassavaぉ

Related to Post-Harvest Physiological Deterioration; J.R. Beeching， et a1. Index. 

The Molecular Biology of Chloroplasts and Mitochondria in Chlamydomonas 
edited by J.-D. Rochaix， M. Goldschmidt-Clermont， Univ.ofGeneva， Switzerland; S. Merchant， Univ. ofCalifornia， L.A.， USA 
ADVANCES IN PHOTOSYNTHESIS Volume 7 
July 1998，7ωpp.Ha吋bound，ISBN 0-7923回5174-6￥S3，550
百leMolecular Biology of Chloroplasts and Mitl∞:hondria in Chlamydomonas provides a comprehensive coverage of chloroplast 
釦 dmitωhondrialbiogen邸 isand function. The book prl悶郎防current剣山ofres伺rchon the molecular genetics of chloroplast 
gene expression. 1t d悶 ribes也ein出cateα>operativeinterplay betw田 n出echloroplぉtand nuclear ∞m仰向nentswhich underli邸

the笛田mblyof the pho陥戸出etic叩陣論lS.It also shows the power of chlorop協t隠versegenetics which has以知山edwith 
∞nsiderable剖∞essto inv1白U伊鈴斑ucωre・白nぬonrel甜onshipsin se四ra1phoωsynthetic∞mplexl田.百le以>okhighliゆ，tsthe 
featur倍 ofChlamydomonas and the t配:hnologicaladvances which make the alga uniquely suit，剖ωamultidisciplinary叩prl伺 chto 
山 dyphotosynth田isand its regulation under various environmenta1 and stress conditions.百le加okis intended for a wide audience， 

but is speci目印llydesigned for advanced undergraduate and gr叫 凶1e蜘 dentsand rl目白rchersin the fields of bi∞hemisむy，
mol民叫arbiology， physiology， biophysics， plant biology， phycology and bio町 hnology.

好評既刊

Plant Hormones: Physiology， Biochemistry and Mol側 larBiology 植樹リしモン
剖itedby Peter J. [均v耐，S民討onofPlant Biology， Comell University， Ithaca， USA 
Aprill995，836 pp. Ha吋bound，ISBN仏7923-2兜4・8 ￥59，890 Paperback， ISBN 仏7匁3・2兜5-6￥16，7ω
TI，is is d，e second edition (ずtlreIriglrly acclain蛸 tn:ωn勾raplrpublislred in 1987 under d，e title PlanJ Homwnes and d，eir Role 
in Plant Growd， and D~幽'jJtnent. All chapters have been rewritten ωinclude the lat回tinformation on plant hormones， and 
several tota1ly new chapters have been included， particularly with ref悦 n回 tothe mol民ularbiology of plant hormon缶百le加okis
a selected∞11底討onofnewlyw討伐e凡伺refullyintegrated and ill山 岡1ed閃viewsd回cribingour knowledge of plant hormon白 and
the 叫>enmen凶 work白紙isthe founl似 ionof白isinformation. 

表記の価絡は、原価の改定・為替の変動などにより予告なく変わることがありま7にまた、消費税は含まれておりません。

-地方発送(送料夢持土負担) 阻uwerA伺 den恥社日本総代郡吉株式会社ニュートリノ

校費ご注文承ります。 TEL.0424-84-5550 FAX.0434-84-5556 E・mai1;neutrin綿 coraLocn.ne.in



lIi細胞工学J別冊 I 

植物細胞工学シリーズ
-植物の生理学・分子生物学の最先端テーマを取り上げた，年2回発行のレビュー集とブロトコール集のシリーズ.

.力ラー写真をふんだんに取り入れたビジュアルな誌面と，わかりやすい用語解説が特長.

・ 4月の新刊・植物細胞工学シリーズ篇 11号

分子レベルの話回かS環境問題までを取り上げたレビュー集

環境応答(仮題)
一植物の生存戦略とその分子機構一

4砂約200頁4砂予価3，500円

・ 1999年 10月刊行予定・植物細胞工学シリーズ第 12号

植物の形づくりに闘する量輔の情報を盛D込んだレビュー集
121 植物の形態形成(仮題)

。約200頁。予価3，500円

植物の分子細胞生物学
31-=細包訓練・ダイナミズム・シグナル応答一

.228頁.本体価絡3，600円+税。1995年10月刊行

41モデル植物の実験プロトコール
ーイネ・シロイヌナズナ編一

。260頁。本体価格3，800円+税.1996年4月刊行

植物のゲノムサイエンス
ー遺伝子・染色体から生体機能を解明する 一

.184頁。本体価格3，500円+税。1996年10月刊行

61植物の細胞を観る実験フロトコール
'ー遺伝子発現か5細胞内構造・機能まで 一

.220頁。本体価格3，600円+税。1997年4月刊行

新版植物のPCR実験プロトコール
71 憾の単艇とゲノム・遺貯発現の最新 解脱 一

.232頁・オール 2 色，ijlJ~J.本体価格 3.500 円+税。 1997 年 7 月刊行

[監修]
渡遺 昭(東京大学大学院理学系研究科)
篠崎一雄
(理化学研究所ライフサイエンス筑波研究センター)
寺島一郎(大阪大学大学院理学研究科)

{監修]
岡田清孝(京都大学大学院理学研究科)
町田泰則(京都大学大学院理学研究科)
松岡 信(名古屋大学生物分子応答研究センター)

[監修}
中村研三(名古屋大学農学部)
福田裕穂(東北大学理学部)
町田泰則(名古屋大学理学部)

[監修]
島本 功(NAISTバイオサイエンス研究科)
岡田清孝(京都大学大学院理学研究科)

[監修]
大山莞爾(京都大学農学部)
島本 功(NAISTバイオサイエンス研究科)
飯田 滋(基礎生物学研究所遺伝子発現統御第一部門)

[監修]
福田裕穂(東京大学理学部附属植物園)
西村幹夫(基礎生物学研究所細胞生物学研究系)
中村研三(名古屋大学大学院生命農学研究科)

[監修]
島本 功(NAISTバイオサイエンス研究科)
佐々木卓治(農業生物資源研究所

分子遺伝部ゲノム綿造研究室)

分子レベルからみた植物の耐面i孟 !!?釦岡山大晶画曲、
81一植物と病原菌の相互作用に迫る ー み本一品川AI訂ズ72サレェンス研究科)

・ 204頁(カラー 24頁)。本体価格3.600円+税。1997年10月刊行 渡辺雄一郎(東京大学大学院総合文化研究科)

植物のタンパク質実験ブロトコール
91-=遭{評と組織か5迫るタンパク質の機能と構造 一

。 220頁4砂本体価格3，500円+税.1998年4月刊行

01植物ホルモンのシク‘ナJIA:云違
l一生合成か5生理機能へ ー

。 212頁(カラー 24頁)。本体価格3，600円+税.1998年8月刊行

[監修]
中村研三(名古屋大学大学院生命農学研究科)
西村幹夫(基礎生物学研究所細胞生物学研究系)
長谷俊治(大阪大学蛋白質研究所)
前島正義(名古屋大学大学院生命農学研究科)

[監修]
福田裕穂(東京大学大学院理学系研究科)
町田泰則(京都大学大学院理学研究科)
神谷勇治(理化学研究所)
服部東穂(三重大学遺伝子実験施設)

ダ秀潤社
苧106・0031東京都港区西麻布4・15-21 第6興和ピル7簡
TEL: 03-3409叫6121 FAX: 03・U路 n15
E-mail: inf創thu，仰n納a.∞.jp URL: htゆゴ川ww.shujunsha.∞.jpl



iD.S 
(，J 

久
農
業
の
発
展
に

.

寄

与

す

る

=宮城県くみあい肥料推進協議会=

い

な

ほ

化

工

側

小

野

田

化

学

工

業

側

開

発

肥

料

販

売

側

片

倉

チ

ッ

カ

リ

ン

側

呉

羽

化

学

工

業

側

コ
l

プ

ケ

ミ

カ

ル

側

駒

形

石

灰

工

業

側

信

越

化

学

工

業

側

セ

ン

ト

ラ

ル

硝

子

側

チ

ッ

ソ

旭

肥

料

側

電

気

化

学

工

業

側

東

亜

合

成

側

東

北

資

源

開

発

側

東

ソ

l

側

日

本

合

同

肥

料

側

日

本

重

化

学

工

業

側

日

本

フ

ェ

口

l

側

三

井

東

圧

肥

料

側

三

菱

化

学

側

ミ

ネ

ッ

ク

ス

側

宮

城

石

灰

工

業

側

宮

城

タ

ン

カ

ル

工

業

側

村

樫

石

灰

工

業

側



HITACHI 
目立微量高速遠心機

himacCF 15R 標準価格￥720，OOO(~別〉

F=景写穿前売買;mヨ署・・・・・・・・・・・(盟7I?'Y7-{Y7'重畳霊園
lB種類の宣車窓口ータを厳便C使用可能

実験室の静音化に寄与

全ての口ータを最高回転数で

40C以下に冷却可能

-3段階加速・減速レート・4種類の運転条件メモリー・6種類のメロディー、ブザー音
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80工縦椋武会社 本社工喝 干312-8502茨城県ひたちなか市武田1060番地電銘(029)276-7お4(ダイヤルイン)

インター中ノトの最新情報にアクセスして下さい。http://www.hitachi-koki.co.jp/himac/
目立遠心機お客様相談センター(フリーダイヤル)0120-02-4125

日製産業株式会社 本 社 干105-8717東京都港区西新橋一丁目24番14号 科学システム営業本部電話(03)3504-7211 (ダイヤルイン)

事業所北海道(011)221-7241 東北(022)264-2211 筑波(0298)25-4811 横浜(045)45ト5151
新湯(025)24ト3011 北陸(076)263-3480 中部(052)583-日41 京都(075)241-1591 
関西(06)366-2551 中 国(082)22ト4514 四 国(087)862-3391 九州(092)721-3501 



【 パイオ関連装置 〕

|本 体limarltルスモニター

|電 極|盤塑受用髄

|顕微鏡|慧勢空ムプレート
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一細胞融合

遺伝子導入システム

(ECM2001M) 

ー動・植物細胞のクローン作製・旺細胞融合-遺伝子導
入のインビボ実験が簡単に効率良く行なえます。

P 交流は特殊~調波形で細胞の誘導性に優れ 、 DCJ\
ルスはスクウエア波形ですので正確な電圧・}¥.ルス
帽の設定・実行ができます。

'安定性・精度がますます高くなり融合効率が飛躍的
に向上しました。

※研究の用途に応じて、特注電極の
製作も承ります。

(ECM600M) 

こ久二
DC滋形減衰

~ PBS等の電解質溶液でも使用できます。
'一体型本体で電圧降下の原因を最小限に

おさえました。
'バクテリア力、ら動物細胞まで可能です。
~ 2つのモニター表示で設定電圧 静電容
量と通電後の実効電圧'パルス幅が直続
可能です。

【 生物環憶測定関連機器 】

(LI-1400データロガー〉

し|ー1400は簡単操作、コンパクトサイズな10チャンネル

入力機能データ口

ガーです。無人運

転 (自動記録)が

長期間可能です。

uvセンサー (A.B

C波長測定用)、多

点温度測定、気象

測定(光温度

湿度風向風速)

等、あらゆる測定

にご活用できます。

(Tru Psiマルチチャンパーサイクロメータ〉

水ポテンシャル値(植物細胞、土壌水分)が

O.lbar単位で直読測定できます。

※測定データメモリー機能付き

盟和商事株式会社
大阪/大阪市住吉区千毒事2丁目4番目号 東京 /東京都新宿区新宿1-14・2(KI御苑前ピル)

干558.0047 TEL 06-6674-2222 FAX 06-6674・2323 〒160.0022 TEL 03-5379-0051 日X03-5379-0811 

福岡 /福岡市博多区比恵町会24(口ツクシャローズ博多) 仙台 /仙台市泉区泉中央1-37-2
干812-0014 TEし092-412-6622 FAX 092-412-6633 〒981-3133 TEL 022-218-0560 FAX 022-218-0561 

URL http://www.meiwanet.co必
E-mail大阪 :infoh@meiwa卵.u叩 tsurf.ne.jp E-mail東京・ infot@刊 Iwa血.u-netsurf.ne.jp 
E-mail福岡 :infok@meiwa.dp.u-netsurf.ne.jp E-mail仙台・ infos@meiwa.dp.u-netsurf.ne.jp





.ミクロからマクロまで根に関する初のハンドブッ7・
i 根の事典

根の事典
蜘輸嶋崎..

根の事典編集委員会編

A5判 456頁 本 体14000円干520

.植物形態学・植物生理学 ・植物生態学 ・分子生物学 ・遺伝学 ・'ti種
学・作物学・ 国去学 ・林学 ・土壌肥料学・農業工学 ・農業気象年:な

ど広い分野からのアプローチ，気鋭の研究有112名が執筆

.一般の植物から園芸作物・果樹・林木までをカバー し，充実した索引

との併用で「読む事典」としても「号|く事典」 としても利用できる

情禽・.. 自

植物バイ分テクノ マー事典
駒嶺穆・三川潮他編

A5判 408頁本体15000円干450

大きく変貌をとげている梢物組織溶養技術について，専門家

のみならず植物ノ〈イオテクノロジーに未経験の人もすぐ実験

が始められるように，その歴史的展開と全体の併f9敢図を示し

て，実用的な約250項目を50音順配列で解説した総合事典。

|植物保護の事典 i
本間保男・佐藤仁彦・宮田 正・岡崎正規編

A5判 528頁本体17000円〒450

植物保護および関連分野の術語の用語解説事典。〔内容〕植物

病理/雑草/応用昆虫/応用動物/植物保護剤/ポストハー

ベスト/柄物防疫/植物生態/森林保護/生物環境調節/水

平IJ，土地造成/土壌，植物栄養/環境保全，造園/他

災語学i植物 生物学
山田康之編

85判 208頁本体5500円〒340

環境破壊防御， 食糧生産などの問題を背景に， とみに重要性

が増 して きた植物分子ー生物学について平易に解説。 〔内容〕植

物分子生物学の将来/基礎/細胞内オルカ、ネ ラゲノムの機構

/植物細胞の特徴的遺伝子発現/分子育騒学の展開/他

植物の分布と環境適応訪仏
酒井昭著

85卒IJ 160頁本体4800円干340

熱帯・極地・高地・乾燥地な ど異なる環境下の植物がいかにし

てその環境に適応しているのか，その戦略を植物生態・生理学

的に述べ，地物の多様性と生きざまを探る。〔内容〕総論/低

資源高ストレス環境下の植物/木本植物/氷点下温度の植物

|植物土壌病害の事典植物組織培養の栄養学 |
渡漫恒雄著

85判 288頁本体12000円〒380

M物被害の大きい主要な士唆糸状菌約80属とその病害を豊富

な写真を用い詳説。〔内容〕土壌病害と土壌病原 1;f4の特性/種

矧と病害/診断/生態的研究と諸問題/寄主刷物への侵入と

感染/分子生物学/各純病原菌/土壊病苦:の生態的防除

小島邦彦著

A5判 180頁本体3500円〒340

植物組織常養を栄養要求の発展史の視点から解説。〔内容〕栄

養要求面からの考察/各般組織培養法/培地の基本的成分/

惰地の調製と処方/無機 ・有機養分の栄養要求/結色カルス

/変異細胞の特性/酸性土壌耐性植物/他

l果実の成長と発育植物組織培養の技術|
新居直祐著

85判 144頁本体3900円〒310

果実の発育過院を理解するためにその形態形成のメカニズム

を平易に解説。〔内容〕果実の発育過程の解析法/花器の構造

と果実形成/巣突の肥大成長(カキ，モモ，ウメ，スモモ，

ブドウ，カンキツ類， ナシ， リンゴ，ビワ)/果実の成熟

言礎産物?植物の生理
太田次郎・石原勝敏・黒岩澄雄・清水 碩・高橋景ー・三浦謹一郎編

A5判 408頁本体15000円干450

生命現象の普遍的な法則性を生化学や分子生物'l{:的に求める

従来からの指向とそれらを基礎とする細胞生物学的研究・ 環

境要因を解説。〔内容〕光合成/炭素代謝/窒素代謝/二次代

謝/物質の移動/発芽・生長 ・老化/植物と環境

竹内正幸・中島哲夫・古谷 力編

85半IJ256頁 本 体6800円干380

積物組織塙養の手法を修得し，研究面 ・応用面で利用する人

の手引きとなる技術的手法を解説した実用的な実験書。〔内

容〕培養の単価臼・基礎知識/カルスの誘導 ・継代培養/植物

体再生法/液体惰養法/単純|胞陪養法/フ。ロ トプラスト/他

植物組織措養の生物学説ぬ排
駒 嶺 穆 監 修

A5判 256頁本体4600円干340

動物細胞では考えられない多様性をもっ植物陪養細胞の世界

を細胞周期と増殖，分化，代謝の視点から詳細に解説。〔内容〕

細胞周期/増殖/不定院の分化/管状要素分化/器官分化/

一次代謝/二次代謝/植物組織培養の今後(遺伝子導入等)

日朝倉書底 if鰐(空間;;11弘安抑制i山ぜできます

*価格は消費税gIJ，'す


